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論文内容の要旨
[目的〕騎幣動脈血流速度波形は、一般に胎盤血管抵抗の指標や船!毘well-beingの評価に用いられている
が、現存に至るまで踏帯動脈そのものが胎児血流に争える影響を検討したものはない。本研究では隣帯動
脈固有血管抵抗が循環に与える影響について検討することを国的とした。
〔対象・方法〕対象は、妊娠28週から31週に血流計測を行った正常単胎妊婦のうち、分娩に至るまでに母
児共に合併症を認めなかった妊婦145例とした。 3.5Mllzコンペックスプローブを用い、超音波colourfJow 
mapping法下にpulsedDoppler法で、 2本の騎帯動脈においてそれぞれ胎児勝腕近傍部と胎盤流入部で
のresistanceindexと収縮期最大血流速度を測定した。 SampJingvoJumeは5mmとした。 2本の計測値の差
異を排除するためそれぞれの計測値の平均を算出し検定に問いた。統計学的検討にはpairedt検定を用い
た。
〔結果JResistance indexおよび収縮期最大血流速度は胎児勝腕近傍部に比し胎盤側において有意に低ト
を認めた (p<0.0001)。胎児勝脱近傍部と胎盤側との相関では、収縮期最大血流速度は胎児勝脱近傍部で
の変化に関わらず、胎盤側ではほぼー定であり相関係数は0.243と有意な相聞は認めなかったが、 resis-
tance indexは相関係数0.714と有，苔;な相関を認めた。
〔結論J2本の瞬帯動脈で血流波形が異なることが報告されているが、それぞれの部位で 2本の瞬帯動脈
を個別にJ十測し、その平均値での評価を行っていることから、計測値の差は計調IJ血管の速いによるもので
はなく、隣帯動脈における諸計測値はsampling point によって無視し得ない影響を受けることが明らかで
あり、この変化は隣帯動脈固有血管低抗に由来する瞬帯動脈中の血液の運動エネルギーの喪失が関与して
いることが示唆された。また、収縮期最大血流速度は胎児勝脱近傍部での変化に関わらず胎盤側において
比較的保たれていることから、胎児発育や胎児wel1-beingを維持するための胎盤の還流に、一定の血流速
度が必要であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
超音波pulsedDoppler法を用いた瞬帯動脈血流速度波形は、一般的に胎盤血管低抗の指標や胎児の
wcll司beingの評価として用いられている。明帯動脈におけるsamplingpointの計測値に対する影響につい
ての報告はあるものの、勝帯動脈そのものが胎児血流に与える影響についての研究はない。著者らは、隣
情動脈問有血管抵抗そのものが瞬帯血流に影響を与えるのではないかとの{反説を立て、瞬帯の両端におけ
る血流波形の差異を検討した。
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著者らは、妊娠28週から31週の正常単胎妊婦145例に対し、超音波pulsedDoppleri去を用い、胎児勝
腕近傍部および胎盤流入部のそれぞれ2本の瞬帯動脈においてresistanceindcxと収縮期最大血流速度を
測定し、瞬帯両端での計測値の比較検討および2点でのそれぞれの計測値の相関関係を検討した。
その結巣、 resistanceindexおよび収縮期最大血流速度は、胎児勝脱近傍部に比し、胎盤側において有
意に低下を認めた。騎帯両端での相関では、 resislanceindex は著しい相関関係が示されたが、収縮期最
大血流速度は胎児鰐脱近傍部での変化に関わらず、胎鰭側ではほぼー定であった。
以上の結果より、隣帯動脈における諸計測値はsamp!ing pointによって無視し得ない影響があることを
明らかにし、この変化は瞬帯動脈の固有血管抵抗に由来する血液中の運動エネルギーの喪失が関与してい
ることが示唆された。さらに、胎児発育や胎!足we!l-beingを維持するための胎盤還流に、一定の血流速度
が必要であることを示唆した.
本研究は子宮内胎児発育遅延や隣帯異常などにおける胎児循環の変化の解明に大きく寄与する先駆的研
究であり、よって著者は博士(疾学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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